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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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一般財源の比率（％） 23.6 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

発達支援や早期療育の必要性の認識が広がってきた
ことにより対象者が増加しており、事業費が増大してい
る。また、対象者の増加に伴い業務量も増加し、業務の
効率性に課題がみられる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き、業務プロセ
ス改善の取組につい
て研究に努める。

事業概要

児童福祉サービス給付

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）支給決定業務
児童福祉法並びに障害者総合支援法上の福祉サービスの利用が必要される障がい児に対して受給
者証の発行を行った。
支給決定件数
平成30年度・・・951件、令和元年度・・・966件、令和２年度・・・2,602件
※平成30年度、令和元年度については就学前児童のみの決定件数。
    令和２年度については組織改正に伴い就学前児童及び就学児童を合計した決定件数。

（２）支給管理業務
支給決定業務で利用者に発行した受給者証を元に利用した児童福祉サービスの給付費について請求
の審査、支払いを行った。

決算額　(千円) 2,012,156
※課題があるものは■

管理事業 児童福祉サービス給付事業 所管部局 児童部

1
所管
室課

子育て政策室 事業名 児童福祉サービス給付事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 413 施策 配慮が必要な子供・家庭への支援
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